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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 284 号（2026 年 7 月） 

 

若菜、音韻学を学ぶ（4） 

中村雅之 

 

１．イムジン河 

 外国語漬けの日々を送る若菜は、毎週金曜 4 限の朝鮮語で 1 週間の授業を終える。多く

の日本語話者にとって、朝鮮語は発音には苦労するものの、語順が日本語と同じで文法もよ

く似ているため、非常に学習しやすい。語彙に関しても、朝鮮語本来の固有語は時間をかけ

て覚えるより外ないが、漢字語は非常に覚えやすい。日本語と中国語の知識があれば、ほぼ

発音は推測できるのだ。但し、来母の字は要注意だ。来母は日本語でラ行になるように、朝

鮮語でもㄹ（（r）になる訳だが、現在の韓国の発音では来母字は 3通りに発音される。「理」

を例に取れば、「無理」は무리（（muri）、「心理」は심리（（simri（ ʃimni］）、「理由」は이유（（iyu）

だ。語頭では ri→i となる。ただし、北朝鮮では正書法でも리（（ri）と書き、公式にもその

ように発音するらしい。仙人の家でそのような話をしていたら、仙人の思い出話になった。 

 

 （「シ が子供の頃に‘イムジン河’という歌が流行った。朝鮮の分裂を嘆いた歌だ。1970

年の大阪万博が始まる 1年か 2年前だったかな、ザ・フォーク・クルセダーズという関西の

3人組が歌ったものだ」 

 「‘イムジン河’というのは韓国の河ですか？」 

 （「北朝鮮を源流として、韓国側の漢江（（ハンガン）に合流する。政治的には南北に分断され

ていても、河の水は自由に国境を超えるという訳だ。そう言えば、小 6の時の社会科の教科

書に、‘二つの朝鮮、二つのドイツ’という 1 章があったのを覚えているなア。ドイツは統

一されたが、‘二つの朝鮮’はあの時のままだ。‘♪イムジン河水清く、滔々と流る～’」 

 （「あれ、その歌、聴いたことがあります。何かの映画で歌われていたような気がします」 

 （「うむ、沢尻エリカ主演の映画（‘パッチギ’だ。まさにこの歌の誕生がテーマになってい

る。この歌はもともと北朝鮮で作られた歌だ。元のタイトルは림진강（リムジンガン）、つ

まり南北を通る河である（‘臨津江’の漢字音だ。それが朝鮮総連を通じて日本にもたらされ、

京都の朝鮮学校でも歌われていた。その歌を聞き覚えた青年が日本語詞を付けて、それを

ザ・フォーク・クルセダーズが歌ったという訳だ。2番の（‘誰が祖国を二つに分けてしまっ

たの’という原詩にない歌詞は、当時の小学生や中学生にさえ、訴えるものがあったな。ま

あ、結局レコードは発売中止になったのだが」 

 「え、発売されなかったのですか？」 

 （「うむ。何しろ耳コピで作られた曲だから、初めは‘朝鮮民謡’ということで出そうとし

たらしい。しかし、1950 年代に北朝鮮で作られたこの歌には、レッキとした作詞者・作曲

者がいた。それで朝鮮総連から、その名前を明記せよ、そして訳詞も厳密なものにせよとい



76 

 

うクレームが付いたらしい。政治問題化しそうな気配にレコード会社がビビッて、ついには

発売を取りやめた」 

「でも、先ほど‘流行った’と仰いませんでしたか？」 

 （「うむ、大いに流行った。発売されなかったレコードを京都のラジオ局が流したのがきっ

かけで、あっという間に全国に広まり、誰もが口ずさむようになった。当時はギター伴奏用

のコードが付いた流行歌の歌本が売られていて、シ もそれを見ながら歌ったものだ」 

 「原題が‘림진강（rimjingang）’ということですが、そうすると、京都の朝鮮学校でも

‘림진강（（rimjingang）’と歌っていたのでしょうか。それなのに日本語詞が（‘リムジン河’

ではなく、‘イムジン河’というのはなぜでしょう？」 

 （「日本語詞が‘イムジン河’なのは、京都の朝鮮学校でもそう歌われていたからだろう。

今の北朝鮮で語頭の r-を読むのは、復古的というか、政策として教育されたものだと言わ

れている。昔は北でもほとんどの人が南のように語頭の ri-は i-と発音していたのだ。しか

し、公式に ri-と読むのが正しいと決められたので、北のアナウンサーはそう読んでいるし、

現在の日本各地の朝鮮学校でもそう教えているだろう。しかし、当時の在日朝鮮人の人たち

はもともとの発音で i-と読んでいたので、‘臨津江’も（‘임진강（（imjingang）’だった。そ

れを聴いて日本語詞を作ったので、自然に‘イムジン河’になったのだろう」 

 「北で r-と発音するのは人工的な復元ですか」 

 （「うむ。ただし、ゼロから作ったのかどうかは分からない。中国の吉林省延辺の朝鮮族は

r-を発音するらしいから、そのような方言があったのかも知れない。いずれにせよ、中国語

との対応を考えた場合、来母字を r-と発音する方が由緒正しい音だと判断されたのだろう」 

 「大学の授業では韓国式の綴りと発音を習っているので、固有語にも漢字語にも r-で始

まる綴りは出て来ません」 

 「そうだろうな。日本語にラ行で始まる和語がないように、朝鮮語でも本来 r-で始まる

語はない。これはトルコ語やモンゴル語も同様で、アルタイ諸語の特徴とされている。韓国

では一般に、来母字は語頭と子音韻尾（-m/-ng/-b/-g）の後ではでは n-になり、さらに語

頭の ri-は i-になる。‘無理’무리（muri）のように母音間では-r-になるという訳だ」 

 「‘心理’심리（simri ʃimni］）のように鼻音の後で-n-になるのは習いましたけど、-b

や-g の後でも-n-になるのですか？」 

 （「うむ、そこが面白いところだ。-b や-g（は r-の前では鼻音化する。つまり、（‘十里’（십리

（sibri）の場合も‘心理’と同じ発音になるのだ」 

 （「ええー。前に先生が、朝鮮語は音声学の見本のような言語だと仰いましたけど、本当に

そうですね」 

 「様々な音声があるのも面白いし、漢字音が中古音と対照できるのも面白い」 

 

２．中古音研究簡史 

 その日は、カールグレンの中古音再構音価を調べる手順を教えてくれることになってい
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たが、その前に中古音研究の骨格を簡単に振り返っておこう、と仙人が言った。近代的な中

古音研究はカールグレン（Karlgren,（B.（1926.（Études（sur（la（phonologie（chinoise（）に

始まり、それ以降はその修正という形で研究が進む。主な論点は以下の通りだ。 

 ①拗介音の研究（有坂秀世 1937-1939） 

   3 等韻の介音に-ï-と-i-を認め、4等韻を直音とした。 

 ②軽唇音化の条件（趙元任 1941、平山久雄 1967） 

   拗介音と非前舌主母音を軽唇音化の条件とし、重紐韻と相補分布をなすとした。 

 ③類相関（周法高 1952、平山久雄 1966） 

   反切上字と被切字の相関。これにより庚韻を B類、清韻を A類、之韻を C類と判定。 

 ④重紐の音韻論的解釈（三根谷徹 1953） 

   舌音の拗介音問題を回避するため、重紐の差異を介音ではなく声母に帰する解釈。 

 

 （「簡単な研究史は以上の通りだ。この他に、個別の声母や韻母の音価に関する問題、切韻

の基礎方言問題、唐代における濁音声母の無声化や鼻音声母の非鼻音化に関する問題など、

多岐にわたるテーマが研究されて来たが、それらについては機会があれば個別に深堀りす

ることにしよう。今日は、個々の漢字について前期中古音の音価を知ろうと思った時に、ど

のような手段があるかを具体的に説明する」 

 「最初に先生にお会いした時に、‘ざっくり中古音’というのを提示されました。前期中

古音の声母と後期中古音の韻母を合わせたものというように記憶していますが」 

 （「厳密に言えば、唇音に関しては軽唇音化を反映させているし、歯音の 2等と 3等は区別

せずに tʃ，ʃ］のようにしている。この辺りは後期中古音に近い。そして、韻母に関して

は、前期中古音を表記しようとすると重韻を区別する必要が出て来るので、その煩を避ける

ために、後期中古音の韻母を採用したのだ。重紐は無視した。唐詩を読むというような用途

ならば、その方が実践的だ」 

 （「そうですね。重韻の区別を要しない‘ざっくり中古音’なら、今の私でも 8割程度は再

構できそうです。」 

 （「いつまでも‘ざっくり中古音’という訳にもいかんだろうから、先人の再構した前期中

古音を調べる方法を確認しておこう。先ずはカールグレンだ」 

 

３．グラマタ・セリカ（Grammata（Serica（Recensa＝GSR） 

 （「中古音の再構音を記す際に、よく参照されるのはカールグレンのグラマタ・セリカだ。

1957 年の改訂版 Grammata（Serica（Recensa がカールグレンの上古音・中古音の再構音価の

最終案ということになる。この書では全ての漢字に通し番号がついているので、古代の漢字

や音韻を論ずる際に、しばしばその番号が GSR.390a のように記される。したがって、この

書の構造について知っておく必要がある。以前に少しだけ説明したことがあるが、今日はも

う少し詳しく見ていこう。まず、本文の冒頭を見ると、こんな感じだ。」 
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 （「この書は声符ごとに配列されているのだと、前に聞きました。最初の 1は‘可’を声符

とする字が並び、2は‘我’を声符にする字ですね」 

「うむ。各グループの字は a～z、それでも足りなければ a’～z’という記号で区別され

る。ただし、wはない。スウェーデンでは外来語以外に wを使わないので、カールグレンに

とってアルファベットは 25 文字なのだろう。（‘可’の文字番号が 1a で‘河’が 1g、あるい

は‘我’が 2aで、‘義’が 2rだ。声符は 1から 1260 まである」 

 「それぞれの番号に対応した解説が下にある訳ですね」 
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 （「その通り。例えば、1dの‘柯’の解説には、 とある。

左から上古音・中古音・現代音が示されて、‘柯’の意味が‘斧の柄(axe-handle)’とあっ

て、詩経（Shï）に見える字であることが示される。カールグレンの表記では kɑ̂ は kɑ］を

表す。kɑならば ka］だ」 

 

３．カールグレンの現代音 

 「現代音の ko というのは何でしょう？」 

 （「1p の‘哥’にも同じ音が記されている通り、ピンインの geに相当する。カールグレン

の現代音の表記は、自らが‘modern（Mandarin’と称するものだが、実際には 19世紀にエド

キンズなどによって記された南京官話に近いもののようだ。ただし、北京音も混じる。つま

り、南京官話と北京語を明確に区別していないのだ。2aの‘我’には woという現代音を挙

げて、北京語の woはイレギュラーな（＝中古音から予想する音とは違う）音だと書いてい

る。1d や 1p の ko も、あるいは北京音のつもりかも知れないが、実際にはもちろん違う。

この辺りは本気なのか、大雑把なのかよく分からん」 

 「北京以外の官話では ko］だったのですか？」 

 「うむ、そのようだ。佐藤昭（1988，1989）「清末民国初期の官話方言の音韻－欧文の字

典資料を対象として－(1),（(2)（」によれば、南京のほか、山東や四川の官話でも ko］だ」 

 （「1f や 1g の ho もピンインの heに相当する訳ですね。他にもピンインの表記から大きく

離れるものはありますか？」 

 （「1s の‘奇’の現代音 k’i も注意が必要だ。これはピンインの qi に相当するのだが、19

世紀の南京官話では、 ki］ khi］ hi］の音が残っていたので、カールグレンもそのような

表記になっている。北京では 17 世紀前半までに ki＞tɕi の変化が起こっているから、明ら

かに北京音とは異なる」 

 

４．古い字形 

「金文のような古い字形も見えます」 

「うむ。‘可’に対する 1b や 1c などだな。解説部分を見ると、次のようにある。ちなみ

に、中古音‘k'â:’のコロンは上声の印だ。 

 

 上古音・中古音・現代音の後に、詩経（Shï）と荘子（Chuang）における意味を説明し、

その後に、1b の字形は周代の第 3（・4 期（前 770 頃～前 250 頃）の金文資料 301 に、1cは金

文資料 324 に見えることを示している。周代の時期区分や青銅器の器名と番号の対照表は

本文の前に提示されている」 

「先ほどの 1d‘柯’には金文に関する記載がありませんでしたね」 

「記載がないのは、その字形が金文にないことを示している。カールグレンは 461 種の青
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銅器の拓本資料を利用しているから、ここに記載がなければ、まずその字形は金文に出て来

ないと思ってよい。厳密にやるのなら、最新の資料を見る必要があるが、ある字がいつから

使われているかのアタリを付けるにはこの書の情報は有用だ」 

「なるほど、グラマタ・セリカには色々な用途があるのですね」 

 

５．本文と索引 

 「この本は今でも入手可能ですか？」 

 「古本で買うことはできるが、学生にとってはかなり高価だ。15,000 円程度はする」 

 「うーん、それでは簡単に手が出ません」 

 （「大学書書館で見ればいい。それに、ネット上で見られるし、ダウンロードもできるから、

家でも利用は可能だ。多少使い勝手は劣るが、実用上はそれで間に合う。‘Internet（Archive’

（https://archive.org/details/Bulletin299734/page/n7/mode/2up）というサイトだ。」 

 「それは助かります。ところで、文字索引はあるのですか？」 

 「巻末にあることはあるが、非常に使いにくい。こんな感じだ」 

     

https://archive.org/details/Bulletin299734/page/n7/mode/2up
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 （「見ての通り、配列の基準は部首でもなければ声符でもない、独特のものだ。この索引の

配列を覚えるよりも、本文をパラパラめくって探す方が早い。おそらく実際にこの索引を使

っている人はほとんどいないだろう」 

 「誰か、ピンイン索引のようなものを作ってはいないのでしょうか？」 

 （「なくはない。 ュスラーの本（（Schuessler,（Axel．2009. Minimal（Old（Chinese（and（Later（

Han（Chinese:（A（Companion（to（Grammata（Serica（Recensa（）には巻末にピンイン索引があ

って、そこに GSR の番号も載っている。ただし、声符番号だけで、a～zの記号はない」 

 「それでも十分有用です」 

 「だが、この本も高い。Amazon で買うと、17,000 円ぐらいだ」 

 「うひゃ、それは無理です」 

 （「 い、簡単に調べる方法がある。‘中国哲学書電子化計画’というサイトだ。以下は‘可’

の字を検索したページ（https://ctext.org/dictionary.pl?if=gb&char=%E5%8F%AF）だが、

左列の 字典］という項目に‘可’を入力すると、種々の古い字形が確認できる上に、広韻・

康煕字典・説文解字などの情報が見られる。そして右列 2 段目の‘字典出處’を見ていく

と、‘GSR：第 1.a’とある。これで、‘可’が GSR の 1a にあることが分かる」 

 

 「あ、これは便利ですね」 

 （「広韻と康煕字典に関しては、クリックひとつで版本の画像に飛ぶこともできるので、な

かなか重宝する」 

 「ついでにカールグレンの再構音価まで出ていると言うことなしだったのですが」 

 （「ずいぶん強欲だな。しかし、簡単にカールグレンの中古音再構音価が調べられるサイト

もあるぞ。‘篇韻データベース（鈴木慎吾）’というサイトの中に‘Web 韻圖（廣韻檢索）’

（https://suzukish.sakura.ne.jp/search/inkyo/index.php）というページがある。そこで

‘可’を検索すると、次のような画面が表示される」 

https://suzukish.sakura.ne.jp/search/inkyo/index.php
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 「左下に高本漢（Karlgren）・李方桂・鄭張尚芳の 3氏の中古音再構音価が出て来る。音

価を確認したい時には非常に便利だ」 

 「こういうものがあるのですね。この韻書は韻鏡の配列ではないようですが」 

 （「うむ。辻本春彦『廣韻切韻譜』による配列のようだ。広韻の反切の確認としても使える。

また、左上のボタンで韻鏡の配列にも変更できるし、広韻ではなく王仁呴切韻の情報に変更

もできる」 

 「これはすばらしい」 

 （「うむ、こういう仕事をする人には頭が下がる。さて、これでグラマタ・セリカに関する

最低限の説明は終わりだ。とりあえず、大学の書書館で借りて、自分でパラパラとページを

めくって眺めて見ることだな」 

 「分かりました」 

 

６．ミラボー橋 

 数日後、フランス語の授業でギヨーム・アポリネール（Guillaume（ Apollinaire、1880-

1918）の詩“ミラボー橋”（Le（pont（Mirabeau）を読んだ。冒頭の 4行は次の通り。 

   Sous（le（pont（Mirabeau（coule（la（Seine 

 （Et（nos（amours 

 （Faut-il（qu’il（m’en（souvienne 

 La（joie（venait（toujours（après（la（peine 

 

 この詩には多くの日本語訳があるらしい。最もよく知られているのは堀口大学の訳だが、 

先生によれば、最もつまらない訳だという。 
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   ミラボー橋の下をセーヌ河が流れ 

われらの恋が流れる 

わたしは思い出す 

悩みのあとには楽しみが来ると 

 

 確かに面白くはない。3 行目の原文は‘私は思い出さなければならないのか’とあるが、

その部分をあっさりと（‘わたしは思い出す’とするなど、全体に原文の文法を無視している

ように見える。あるいは、詩の翻訳というのはそういうものなのか？詩というものを叙情的

に解釈するのが得意な人もいるだろうが、私はついつい言葉の意味を散文的に捉えてしま

う。そんなことを考えていたら、先生から、詩情を抜きにして、この詩を散文的な現代フラ

ンス語に訳してくるようにという宿題が出た。詩を散文に？それは面白いかも…… 

 

 翌日の夕方、高校時代の国語教師である葵（（あおい）先生に連絡を取って、駅前の喫茶店で

会うことにした。葵先生は大学時代に仏文学専攻だったので、この詩の解釈を聞いてみたい

と思ったのだ。 

 

 「それで、あなたはどんな散文訳にしたの？」 

 「はい、こんな感じです。」 

   La（Seine（coule（sous（le（pont（Mirabeau. 

   Faut-il（que（je（me（souvienne（de（nos（amours? 

    La（joie（venait（toujours（après（la（peine. 

 

 「なるほど。ミラボー橋の下を流れるのはセーヌ河だけで、‘われらの恋’は流れてない

わけだ」 

 「はい、流れる（coule）という動詞が 3 人称単数ですから、主語はセーヌ河だけです。

原文 3行目の‘il（m’en（souvienne’の中性代名詞 en は‘われらの恋（nos（amours）’を受

けているので、それが分かるように訳してみました。非人称主語の il は文語的なので、je

に直しました」 

 「いいんじゃない。清々しいほど散文的だし」 

 「……その言葉に皮肉を感じるのは気のせいですか？」 

 （「いや、素直で若菜らしいという意味よ。私なら、曖昧さを排除して、必要以上に説明的

に訳す」 

 「というと？」 

 「そうね、例えばこんな感じ。"La（Seine（coule（sous（le（pont（Mirabeau，et（nos（amours（

aussi.（Venir（ici（me（rappelle（forcément（le（passé.（Avant,（la（joie（venait（toujours（

après（la（peine,（mais（plus（maintenant."」 
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 「えーと、“セーヌ河がミラボー橋の下を流れる。そして、われらの恋も。ここに来ると

過去を思い出さずにはいられない。昔は苦しみの後にはいつも喜びが来たのに、今はそうじ

ゃない”」 

 「解釈のし過ぎだけど、ここまでやらないと、私は詩を読んだ気がしない」 

 「確かに、明快です。‘われらの恋’はやはり‘流れる’に係るのでしょうか？」 

 （「いや、文法的には若菜の解釈も間違いではないと思う。でも、情景を考えると、我らの

恋も流れる、という方がしっくり来る。詩というのは理屈ではなくて、読み手の感性に任せ

るものだから、実を言うと、どんな解釈も許される。作品は、一度世に出たら、作者のもの

ではなく、読み手のものなのだから」 

 「そう言えば、‘古池や 蛙飛び込む 水の音’が英訳された時に、カエルが複数形で

‘frogs（jumped（in’になっているものがあって、ギョッとしたことがあります」 

 （「小八雲 ことラフカディオ・ハーンの英訳ね。まあ、それも解釈としては許される。文

学鑑賞というのは、人によって解釈が違うからこそ楽しい」 

 

７．平山久雄の音価表 

 日曜日、いつの間にか梅雨も明け、カンカン照りの中、自転車を漕いで仙人の家え行った。

いつも麦茶では芸がないから、とレモンスカッ ュを出してくれた。グラスを傾ける度に氷

がカランカランとぶつかるのを聞いているうちに、汗が引いた。 

 

 （「グラマタ・セリカを書書館から借りて見てみましたが、確かに巻末の索引は使いにくい

です。教えて頂いた‘中国哲学書電子化計画’や‘Web 韻圖（廣韻檢索）’のサイトは、本当

に役に立ちますね。カールグレンだけでなく、広韻や韻鏡の情報えも気軽にアクセスできま

す」 

 （「資料というのは、使う人が多ければ多いほど、関連するお役立ちサイトが増えてゆく」 

 「平山久雄の音価表についても、関連サイトが沢山あるのでしょうか？」 

 「残念ながら、ほとんどない」 

 「それはどうしてですか？」 

 （「まず、平山久雄の中古音の音価表は、数種ある。それらは、声母表も韻母表も互いに少

しずつ違っている。そのために、平山の中古音を引用する際には、推定音価よりも音韻論的

に解釈された体系を利用する方が多いのだが、実はこちらの体系も時期によって表記方法

に違いがある。要するに、平山式の表記には、これが決定版という共通の認識がないのだ。

今日は、それらの全体像を確認することにしよう」 

 「分かりました。先ずは、どういうものがあるのか、教えて下さい」 

 （「うむ。音価表および音韻論的解釈を加えた体系が公表されたものは、時代順に以下の通

りだ。以下では、音価表と区別するために、音韻体系の表を音素表と呼ぶことにする」 

  ①1967「中古漢語の音韻」（『中国文化叢書１ 言語』） 声母と韻母の音価表＋韻母の音素表 
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  ②2006「上古漢語の音素体系」（『開篇』25） 声母と韻母の音素表 

  ③2018『敦煌「毛詩音」音韻研究』 韻母の音価表＋声母と韻母の音素表 

  ④2022『中古音講義』 声母と韻母の音価表＋韻母の音素表 

 「つまり、2022 年の④が平山の最終案ですか？」 

 （「それがなア、発行年から見ると、上の通りなのだが、④は 1980 年代から 1990 年代の東

大での講義を当時の受講生のノートを基にまとめたものなので、内容から言えば、むしろ①

と②の間に位置するようだ。それに、④は平山の亡くなる直前に出版されたもので、本人に

よる校正が十分になされていないため、残念ながら誤植が非常に多い。②と③は本人が打ち

込んだ原稿をそのまま印刷したため、誤植は少ない。しかし、②は音価表を載せず、③は弱

化母音の表示が小さすぎてよく見えないのが難点だ」 

 「最も利用されているのはどれですか？」 

 （「総合的には、①が最も歴史があるだけに、引用頻度が高い。実際のところ、細部の差異

を気にしなければ、①で十分だとも言える。先ずは①を見てから、他がどのように違ってい

るかを確認しよう」 

 

８．平山久雄（1967）の声母表  

    

    

 「カッコの中の音価はなんですか？」 
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 （「カールグレンの音価だが、表記はカールグレン式ではなく、IPA 式に直している。今と

違うのは有気音の表記が小さな h ではなく、コンマを左右反転させたような「ʽ」の形状に

なっている所だ」 

 「正歯音の 2等と 3等で字母の名称を分けていますね」 

 （「うむ。李栄（1956）『切韻音系』に従ったものだ。喩母に関しても、3等を于母、4等を

羊母とする。そして、于母は匣母と同じという解釈なので、于母の音価はない。羊母は日母

とともに正歯音 3等と同列に配置されている」 

 （「喩母 3等の問題については前にやりましたね。ヤホントフの考えを入れて、喩母 3等を

 w］と再構すると、なぜ合口しかないのかが納得できるという話でした。平山は喩母 3等

＝匣母 3等という解釈を取っているのですね」 

 「そういうことだ。なお、声母に関しては、平山（1967）に音素表はない」 

 

９．平山久雄（2022）の声母表 

    

 （「音価は平山（1967）と変わらないが、配列がすっかり変わっている。舌音と歯音が混然

としているため、非常に見にくい。また、次濁に‘于＝匣’とあるのもやや分かりにくい。

同じ声母なのに、なぜ直音が全濁で拗音が次濁なのか、説明を要するところだ」 

 「軽唇音の音価を参考として出している以外は、平山（1967）と同じですね。」 

 （「細かい点だが、有気音の印がコンマを 180 度回転させた「‘」に変わった。これが 1990

年代までよく用いられた表記法だった」 

 「その点からも、この平山（2022）が最終案でないことが分かりますね」 

 （「声母の音素表の提示はないが、音素体系についての説明があって、上の幇組と見組に通

常の p,k などの他に口蓋化声母 ṕ,ḱ を設け、知組と章組もそれぞれ端組と精組に対する口
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蓋化声母 t,́tśと解釈するのだという。この解釈は記号を少し変えて、平山（2006）に見える」 

 

10．平山久雄（2006）の声母表（音素表） 

    

 「ここでは、口蓋化声母のマークとして小さい jを付していますね」 

 （「それだけではなく、章組の船母（＝牀母 3等）と常母（＝禅母 3等）の位置が入れ替わ

っている点が、平山（1967）や平山（2022）からの変更点だ。音価で言えば、船母が dʑ］

から ʑ］え、常母が ʑ］から dʑ］えと変更されたことになる。これは、陸志韋（1947）

『古音説略』以来の修正説に従ったということだ」 

 「何だか、日本語のジとヂの区別みたいですね」 

 （「というより、英語の leisure と soldier の違いかな。我々にとって、（ ʃ］と tʃ］の違

いは明瞭なのに、それが有声音になると、途端に区別が難しくなる。昔の中国語で同じよう

なことがあっても不思議ではない」 

 

11．平山久雄（2018）の声母表 

  
 （「平山（2018）の声母表は、音素表として提示されたものだが、重紐 A類を pj，kjのよう



88 

 

に表記する以外は、平山（1967）や平山（2022）の音価表と同じ表記になっている。船母を

摩擦音として、常母を破擦音とする点は平山（2006）と同じだ」 

 （「要するに、平山（1967）や平山（2022）の声母音価表のうち、船母と常母を交換したも

のが最終的な平山案ということですね」 

 「そう考えていいだろう」 

 

12．宝井其角 

 休憩時間になり、今度は暖かい紅茶と金平糖が出た。カリカリと金平糖をかじりながら、

アポリネールの詩について葵先生と話したことを話題に出してみた。葵先生の散文訳を聞

いて、彼女らしいな、と微笑んだ仙人は、詩に於いても散文に於いても、語句の区切りでニ

ュアンスの変わるものは沢山ある、という話を始めた。 

 

 （「蕉 の門人で宝井其角（（たからいきかく、1661-1707）という人がいる。彼の詠んだ‘闇の夜は 

吉原ばかり 月夜かな’という句が何度も文人たちの話題になったことがある。近年でも北

村薫がそれをテーマに短編を書いている。君はこの句をどう読む？」 

 「‘辺りは暗闇なのに、吉原ばかりが月夜のように明るい’という意味でしょう」 

 「ところが、かの 田露伴はそうは読まなかった。‘闇の夜は吉原ばかり、月夜かな’と

区切った。つまり、辺りは月夜だが、吉原には煩悩の闇が渦巻いている、という訳だ」 

 「まったく違う句になりますね」 

 （「そうなると、どうしても意味をハッキリさせたいという葵君のような人たちが現れる。

江戸小唄や圓生の落語では、‘闇の夜に、吉原ばかり月夜かな’と唄っている」 

 （「ああ、それだと誤解がありませんね。でも、露伴の解釈とは違います。もとの其角の意

書をあえて変えたということなのでしょうか？」 

 （「そうとも言えない。話は二転三転するのだ。詳しいことは北村薫の「闇の吉原」という

短編を読んでみなさい」 

 「分かりました。詩とか俳句の解釈って難しいですね」 

 「いや、散文だって楽ではない。枕草子の出だしを覚えているかい？」 

 「もちろんです。‘春はあけぼの。やうやう白くなりゆく山際、少し明かりて、紫だちた

る の細くたなびきたる’」 

 「それは今風の読み方だ」 

 「どういうことでしょう？」 

 「昭和の頃は、‘やうやう白くなりゆく、山際少し明かりて’と区切っていた」 

 「ほうほう。これまた、ニュアンスが少し変わりますね」 

 （「昭和の読み方だと、時間の経過と場面転換がイメージしやすい。＜春といえば明け方＞

→＜辺りの暗闇が徐々に白んでくる＞→＜東の山際が少し明るくなって＞→＜紫がかった

 がサーッとたなびいているあの景色よ＞」 
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 「なるほど、確かに場面転換というかイメージの広がりがあります」 

 （「現在の解釈は、文法的な明快さで読み手に迷いを感じさせないようにという、まさに散

文的な読みだな。しかし、‘だんだん白くなってゆく山際が少し明るくなって’というのは

表現として余りにも冗漫だとシ は思うがなア」 

 「そう言われれば……」 

 

13．平山久雄（1967）の韻母表 

 「さて、本題に戻るか。次は韻母表を見てみよう」 
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 （「韻鏡の配列に合わせてある。韻鏡に慣れていれば、この配列が一番分かりやすい。少し
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誤植があるので、訂正しておこう。まず、蟹摂廢韻開口の音価が iʌi になっているが、ɪʌi

が正しい。また、最後の曾摂職韻は ʏə̆kではなく、ʏěk とあるべきだ」 

 

14．平山久雄（2022）の韻母表 
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 （「こちらにも誤植がある。蟹摂祭韻 3等合口が ɪɛi となっているが、ʏɛi が正しい。また、

臻摂真韻開口 4等 ien と諄韻合口 4等 yen は、それぞれ iěn、yěn が正しい」 

 「平山（1967）も平山（2022）も誤植があるのですね」 

 （「うむ。だが、それよりも注意すべきは、4等韻の主母音が変更されていることだ。平山

（1967）では斉 ei、先 en、蕭 eu、青 eŋ、添 emで、主母音が eだったが、平山（2022）で

は斉 ɛi、先 ɛn、蕭 ɛu、青 ɛŋ、添 ɛm になっている」 

 「そうすると、3等韻と同じ主母音になりますね」 

 （「そういうことだ。平山（2022）では、僅かながら 3等韻と 4等韻を区別する方言がある

ことを示し、そこでは 4等韻の主母音が 3等韻よりも広いことから、‘四等専属韻の主母音

は eよりも ɛと推定するのが妥当なようである’（142 頁）と述べている。しかし、4等韻の

主母音の方が広い例を挙げながら、結論として 3等韻の主母音と同じというのは、やや説明

不足の感は否めない」 

 （「音韻論的には 4等韻の直音に対応する拗音が 3等韻だということになるのでしょうか？」 

 （「それならば辻褄が合うのだが、そうではないようだ。それについては音素表を検討する

際に確認しよう」 

 「他はほとんど変更がないようですが、遇摂虞韻が ʏu から ʏuŏ になっています」 

 （「うむ。シ は最初、誤植かと思った。しかし、次に見る平山（2018）にも類似の表記が

あるので、意書的なもののようだ。その理由は分からない」 

 

15．平山久雄（2018）の韻母表 

 （「平山（2018）の韻母表は、外縁に音素、内側の韻目に音価を記すという構造になってい

る。全体が 5枠に分けられ、上から 1等韻（Ⅰ類）・2等韻（Ⅱ類）・4等韻（Ⅳ類）・3等韻

C類（C類）・重紐韻（A類、B類）の順だ。音素については別に確認することにして、音価

に注目すると、これまでと表記がかなり違う。また、技術的な問題点としては、字が小さす

ぎて、よく見えない箇所が多々あることだ。これは、以前には-uŋ としていた韻尾を-wŋ と

し、短い母音の ə̆と ěを‘尤 ɪ
ə
u’や‘幽 ɪ

e
u’のように小さい上付き文字で表す方式にした

ことも関係する」 

 「確かに、3等韻の韻母は本当に見にくいですね」 
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 （「表記法も含めて、それ以前と大きく異なるのは、C類の東韻 3等と虞韻だ。以前の表記

と並べてみると、以下の通り」 

       平山 1967  平山 2022  平山 2018 

    東 3  ɪə̆uŋ    ɪə̆uŋ   ɪəƱ
wŋ 

    虞   ʏu     ʏuŏ    ʏo 

 

 （「東韻 3等は古い表記の方が分かりやすいですね。平山（2018）の表記は書きにくいし、

覚えにくいです」 

 （「そうだな。そして、虞韻は ŏや小さい oがどこから出て来たのか、不明だ。そもそも最

初の ʏu にしても、もっと単純に ɪuか ʏで十分だと思うのだがなア」 

 「4等韻の主母音が ɛになったのは平山（2022）と同じですね」 

 （「ほかには、2等重韻が以前は aと ɐだったのが、aと æに変更された。これで非前舌主

母音を持つものは 1 等韻と 3 等韻 C 類だけになって、整理されたとも言えるが、本質的な

変更ではない」 

 （「韻韻と鍾韻も変更されていますね。韻韻・鍾韻が以前は oŋと ɪoŋだったのが、平山（2018）

では ɔŋと ʏoŋになっています」 

 「これも理由が分からない。おそらく東韻 1 等が ŏuŋ から owŋ になったので、これとの

区別を明瞭にするために韻韻を ɔŋにしたものかと思う。鍾韻 ʏoŋは平山の感覚的なものな

のだろう」 

 「最下段の A類・B類の枠にある仙韻が ɪɛu になっていますが、誤記でしょうか？」 

 「うむ、ɪɛn の誤りだな」 

 

16．平山式音価の表記例 

 「以上に見た音価表を参考に、いくつかの字について、実際に音価を書いてみようか」 

 「どの音価表を用いるのですか？」 

 （「違いの大きい平山（1967）と平山（2018）の 2種を用いて、比較してみよう。ただし、

有気音はすべて小さい hで示す。杜甫の春望でやってみようか。右側が平山（2018）だ」 

 

  國破山河在 kuək phɑ ʂɐn ɦɑ dzʌi（（   /（（kuək phɑ・ ʂæn ɦɑ dzʌi 

  城春草木深（（ʑiɛŋ  tɕhyĕn  tshɑu mŏuk ɕiĕm（（/（dʑiɛŋ  tɕhyen  tshɑu mowk ɕiem 

  感時花濺涙 kʌm ʑiə̆ɪ hua tsen lyi     / kəm dʑiəɪ hua tsɛn lyi 

  恨別鳥驚心 ɦən bɪɛt teu kɪaŋ siĕm    / ɦən bɪɛt tɛu kɪaŋ siem 

  烽火連三月 phɪoŋ  huɑ liɛn sɑm ŋʏʌt   / phʏoŋ  huɑ liɛn sɑm ŋʏʌt 

  家書抵萬金 ka ɕiə tei mɪʌn kɪĕm    / ka ɕiə tɛi mɪʌn kɪem  

  白頭掻更短 bak dəu sɑu kaŋ tuɑn    / bak dəu sɑu kaŋ tuɑn 

  渾欲不勝簪 ɦuən jiok pʏə̆t ɕiə̆ŋ tʂɪə̆m   /  ɦuən jyok pʏət ɕiəŋ tʂɪem 
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 「黄色の網掛けの部分が音価の異なるものですか？」 

 （「そういうことだ。ɕiĕmと ɕiemのように表記法が違うだけで、音価が同じと思われるも

のは気に留めていない」 

 「‘感’の kəm は音価の方にも網掛けがありますが……」 

 「これは変更の理由が不明のものだ。‘感’は平山（2018）式では kəm となるが、これで

は日本漢音で‘カン’と読むことが説明できない。一般に ə］は漢音でもオ段になる。登

トウ、痕コンなど。呉音にはオ段の読みがあるが、それは咍韻も同じだ。咍韻を-ʌi として、

覃韻のみを-əm とするのは筋が通らない。‘感’は平山（1967）のように kʌm の方がよかっ

たと思う」 

 （「なるほど。他には、2等韻の主母音（（‘山’ɐ/æ）（・4等韻の主母音（（‘濺（・鳥・抵’e/ɛ）（・

禅母 3等（＝常母）（（‘城・時’ʑ/dʑ）などはこれまでに説明のあったものですね。そして、

東韻の韻母（入声‘木’）と鍾韻 3等の介音（（‘烽・欲’ɪ/ʏ、i/y）ですか」 

 （「拗介音については、平山（2018）の韻母表の前に説明があって、唇牙喉音の重紐 B類と

C類および歯音 2等の声母の後では ɪ/ʏ、その他の声母の後では i/y とするようだ」 

 （「舌音に於いても A類相当の i/y という訳ですね。それにしても、声母表と韻母表だけか

ら平山の推定音価を再現するのは容易ではないですね。初期と後期で表記が異なるのも厄

介です」 

 （「そういうこともあって、平山の中古音を引用する際には、音素表によることが多いのだ」 

 「平山の音素表では、重紐の区別を声母に帰するという三根谷徹（1953）「韻鏡の三・四

等について」の解釈を採用しているのですね」 

 （「それだけではなく、韻母体系全体においても三根谷徹（1957）「中古漢語の韻母の体系」

を用い、それに修正を加えるという形だ。音素表については次回に詳しく見ることにしよう」 

 「了解しました」 


